
Revised Edition SUNSHINE Writing 学習指導計画案
１．到達目標
・学校生活や日常生活に関係した身近な場面や話題について，自分の意見や考え，体験などをおりまぜながら，既習の言語材料を活用して英語で描写できるようになる。
・情報を集めたり加工したりしながら，場面や目的に応じて創造的に書く能力を身につける。
・スピーチの原稿，日記，エッセー，Ｅメール，調査報告書などの具体的なタスクを通じて，ライティングの能力を活用して実践的なコミュニケーション活動ができるようになる。
２．本書の構成
　上記の目標達成のため，本書は以下のような構成をとった。
通常のUNITは用例文を中心に文法や発想別の表現を学び，その後のTOPICでひとまとまりの英文を書くようになっている。それぞれの用例文は，緩やかに一つのテーマでつながっており，語彙も，その後のTOPICで利用できるものが導入されている。したがって，「通常UNIT + TOPIC」で一つの単位をなしている。また，TOPICは，初めは身の回りの話題であるが，徐々に物語を書いたり環境問題について述べたりと高度なものを扱う。TOPICはそれぞれの学校に応じて，ある学校行事が終わった後に行うなど柔軟な扱いが可能である。
３．学習計画および評価方法（週３時間，1年で施行した場合の例）
(1) 学習計画等
	学
期
	月
	学 習 内 容 と ね ら い
	備　考
(学習活動の特記事項，文法項目の取り扱い上の留意点など)
	考
査
範
囲

	第
１
学
期
	４月
	◇用例文を通じて学校生活でのさまざまな場面や身近な話題（授業，教師，友人など）についての表現を学び，情景描写したり，説明したりする。　(UNIT 1～9)
◇学校の特徴（施設や授業内容など）について，体験談をおりまぜながら説明できるようにする。
            　　　　　　　(TOPIC 1～2)
◇E-mailの書き方にも慣れるようにする。

	◆授業開きを兼ねて，Topic1を利用して「自己紹介・趣味」などのテーマで１分間スピーチの原稿を書いて口頭発表させる。
◆５文型，基本時制など高校生にとっては既出項目なので，理解の確認として扱う。
◆文化祭，遠足などは，学校の事情に応じて，その時期に適宜，話題にし英文を書かせる。
	第１学期中間考査

	
	５月
	◇日常生活の中で自分が興味･関心を持っている事柄や趣味，稽古についての表現を学び，音楽・絵画・読書について書く。　　　　　(UNIT 10～13, TOPIC 3)
  <中間考査>

◇旅行・交通関連の表現を学び，それについて自分の体験を書く。　　　　　　　(UNIT 14～16，TOPIC 4)
	◆ゴールデン･ウィークなどの体験を書かせても良い。
◆動詞の修飾をする副詞表現，関係代名詞に習熟させる。
	

	
	６月
	◇スポーツ・健康に関する表現を学び，それについて自分の体験を書く。　　　　　 (UNIT 17～21, TOPIC 5)
◇映画のDVDなどを観て感想や意見を簡潔にまとめ，クラスで発表する。              　　     (TOPIC 6)

	◆５文型の拡張における不定詞，動名詞の扱いなどに習熟させる。

	第１学期期末考査

	
	７月
	◇“My Biggest Event in the First Term”などのテーマで，１学期の出来事などについて書かせる。
◇PARTⅠについて総合的なまとめをする。
<期末考査>　　　　　
	◆まとまった量の英文を書く機会とする。
◆書き加えたり書き直したりしながら，段階的に英文を洗練させていくプロセス･ライティングの取り組みとする。
	

	第
１
学
期
	【課題･提出物等】
・各TOPICで書かせた英文課題
（・ゴールデン･ウィークの体験記）
・“My Biggest Event in the First Term”原稿（第１稿，第２稿，最終稿）

	
	【第１学期の評価方法】
・授業中に実施した「１分間スピーチ」の発表（生徒の「相互評価カード」の評定を含む）
・遠足の感想に関する報告会での発表（上記「相互評価カード」の評定を含む）
・授業中の課題の提出状況とその取り組み状況（中間･期末考査時のノート提出を含む）
・中間考査と期末考査の素点

	第
２
学
期
	９
月
	◇衣服・ファッションについての語彙・表現を学び，自分の好みや他の人の好みを比較する。
(UNIT 22～28, TOPIC 8)

◇夏の英語課題で読んだもの（国語の課題でも良い）について読書感想文を書かせる。　　　　（TOPIC 7）
	◆ペア（グループ）･ワークを取り入れたライティング活動。
◆音読練習を経て，お互いの意見を述べ合う発表活動。
◆主語と主題の扱い，否定の表現，数と量，比較表現など日英の発想の違いに留意させる。
	第２学期中間考査

	
	10
月
	◇意図・予定，希望・要望，義務などの表現に習熟する。　　　　　　　　　　　　　　　　　(UNIT 29～31)

<中間考査>

◇推量・可能性の表現に習熟し，食品・栄養をテーマに英文を書く。　　　　　　　(UNIT 32，33, TOPIC 9)


	◆希望などを表す動詞表現とそれに続く名詞句・名詞節に留意させる。
◆心的態度を示す，法助動詞について習熟させる。
	

	
	11
月
	◇依頼・要求，勧誘・提案，意見・考えの表現に習熟する。 　　　　　　　　　　　　　　　(UNIT 34～36)
◇許可・禁止，使役・受け身，感覚，感情の表現に習熟する。　　　　　　　　　　　　　　　 (UNIT 37～40)

◇ホームページ作りのための原稿を書く（「学校紹介」をグループで分担して書く）。
◇インターネット上での学校紹介ウェブページをイメージして，英語によるデザインの活動を行う。
（TOPIC10～11）
	◆1学期と異なり，学校行事や自分の部活動を外部の人に対して書く活動。読み手を意識したライティングに留意させる。
◆SVOC文型をとる使役・知覚動詞に習熟させる。

	第２学期期末考査

	
	12
月
	◇“My Favorite ...”のタイトルで，自分が好きな本，食べ物，店，人物，職業，場所，教科などについてエッセーを書く。
◇２学期の総まとめ
<期末考査> 
	◆他の発表者の英語を聞いて，内容を理解し，その上で要点を英文で書いて再現する活動を行ってもよい。

	

	
	【課題･提出物等】
・読書感想文の原稿
・学校紹介ウェブページのデザイン案原稿
・“My Favorite ...”のエッセー原稿（第１稿，第２稿，最終稿）

	
	【第２学期の評価方法】
・授業中に実施したスピーチの発表（生徒の「相互評価カード」の評定を含む）
・ウェブページのデザイン案，エッセー
・授業中の課題の提出状況とその取り組み状況（中間･期末考査時のノート提出を含む）
・中間考査と期末考査の素点

	第
３
学
期
	１
月
	◇原因・理由，目的・結果，条件・仮定の表現に習熟する。 　　　　　　　　　　　　　　　(UNIT 41～44)

◇文章の構成や展開に留意しながら，パラグラフを組み立て，創造的な物語文を書いてみる。（TOPIC 12）

	◆小グループ内で読み合い，推薦作品を１点選出する。すべてのノミネート作品を無記名で印刷して配付する。コンテスト形式で投票する。
◆仮定法の用法に慣れ，使えるように指導する。
	学年末考査

	
	２
月
	◇譲歩，伝達の表現に習熟する。　　(UNIT 45～46)
◇英字新聞の環境問題の記事を参考にして，語彙・表現を増やし，英語で論評を加える。　　　(TOPIC 13)

◇最近のニュースを要約し内容を伝達する。
(TOPIC 14)
	◆要約のこつを学び，要約したものをクラス内で発表する。
	

	
	３
月
	◇PARTⅡのまとめ (UNIT 28～46の総まとめ･復習)
<学年末考査>
	◆論理展開のすっきりした英文が書けたか，読み手を意識したか。また，それを口頭発表したり，他人の発表を聞いて要約したりできたか。要するに，ライティングにおいても４技能を活かすことができたか確認する。
	

	
	【課題･提出物等】
・創作物語文の原稿（第１稿，第２稿，最終稿）
・環境問題についての原稿
・ニュースの要約，発表の取り組みの様子（原稿作成，音読練習，暗記とデリバリー（聴衆を引き込むための効果的な話し方），発表態度など）

	
	【学年末の評価方法】
・授業中に実施した「１分間スピーチ」の発表（生徒の「相互評価カード」の評定を含む）
・授業中の課題の提出状況とその取り組み状況（中間･期末考査時のノート提出を含む）
・期末考査の素点および１，２学期の成績を加味する。

	【年間の学習状況の評価方法】
・課題原稿や各プロジェクト関連の日常の提出物
・発表会などの取り組み（原稿作成，音読練習，暗記とデリバリー（聴衆を引き込むための効果的な話し方），発表態度などを含む）
・発表会やコンテスト時における，生徒による「相互評価カード」の評定と，期末ごとに実施する「自己評価･自己点検カード」の評定，中間･期末考査時のノート提出を含む，日ごろの予習･復習（課題の作業）の状況
・中間考査や期末考査などの定期考査の取り組み状況


確かな学力を身につけるためのアドバイス
・原稿は，何度も書き直したり，書き足したりすることによって洗練されていくので，作業の過程を重視した継続的な取り組みをする姿勢を身につけよう。最後に音読してみて，英語独特のリズムを整えよう。
・英和辞典と和英辞典の活用方法を知り，逐語訳的な英訳･和訳活動で満足することなく，語彙や構文を工夫して表現力を豊かにすることを常に目指していこう。
・時間や労力をかければ，文章は洗練され，味わいも生まれる。授業時間外にも作業をする時間を確保するようにしよう。
授業を受けるにあたって守るべき事項
・教科書の内容を復習し，キーセンテンスやモデル文を知り，理解することは，豊かな表現力をつける基礎となる。習慣として自主的に復習が継続できるように努力しよう。
・さまざまな課題（原稿の作成や発表など）は，授業で学んだ知識や情報を実践的に活用してみる絶好の機会なので，積極的かつ創造的に取り組むように心がけよう（復習で身につけたことの応用）。
・クラスメートの作品や発表，ALTのモデル文や発話内容を参考にし，積極的に情報を取り入れ，加工してみよう。
(2) 評価の観点，内容および評価方法
	
	評価の観点および内容
	評価方法

	コミュニケーションへの関心･意欲･態度
	・「書くこと」の言語活動に積極的に取り組んでいるか。
・さまざまな工夫を加えながら，自主的･主体的に取り組めているか。
・創造的な視点を取り入れているか。
	・生徒による自己点検や自己評価，相互評価の評定を参考にする。
・発表会などの活動の様子をビデオなどに録画し，後にALTとともにチェックする。

	表現の能力
	・既習の言語材料を活用して，自分の意見や考えを正しく書くことができているか。
・目的に応じて，意見や考え，用件を述べることができているか。
	・作品などのタスクや日常の提出物の内容と状況をモニターする。
・クラスでの発表会やコンテストの時に，生徒相互による評価や鑑賞の機会を取り入れる。

	理解の能力
	・教科書で扱われている言語材料や文法事項を，場面や目的，状況に応じて適切に活用できているか。
・タスクなどの活動の目的や主旨を把握できているか。
	・物語文などのクリエイティヴ･ライティングの課題などを，ALTと共同して評価する。
・課題の中で要点や主張が明確に提示されているか分析する。

	言語や文化についての知識･理解
	・家庭，学校，社会における日常の生活習慣や風習，慣行について正しく理解できているか。
・英語圏の文化やマナーについて知り，肯定的な理解ができているか。
	・ALTに対してインタビューを行う活動や，逆にALTから生徒にインタビューしてもらう場などを設け，生徒の発言や応答内容などを観察する。
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